
病害虫の効率的防除体制の再編委託事業 

 

ダイズ害虫のウコンノメイガに対する 
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［〒９４３-０１９３ 新潟県上越市稲田１－２－１］ 

 
１．調査背景と目的  

多くの害虫種において、合成フェロモンを用いた発生予察が行われている。ウコンノメイガのフ

ェロモン成分はすでに解明されているが、従来の SEトラップでは捕獲効率が悪いことから、発生予

察には利用されていない。昨年度の予備試験より、トラップの形状を変えることで本種の捕獲効率

が改善される可能性が示された。本年度はトラップ形状および設置条件を検討して捕獲効率を最適

化するとともに、発生予察への利用法を検討する。 

 
２．調査方法 

1) 捕獲効率を最適化するためのフェロモントラップの形状および設置法の検討 

①SEトラップと透明コーントラップの比較 

試験圃場の概要 

場所 品種 面積 播種日 畝間間隔 防除 

北陸拠点 A エンレイ 7.1 a 5月 29日 75 cm 無防除 

北陸拠点 B エンレイ 7.8 a 5月 29日 75 cm 無防除 

 

調査内容 

各圃場内部に SEトラップ（サンケイ化学）と透明コーントラップ（円錐部：硬質塩ビ板、捕獲容

器：ポリプロピレン樹脂）を設置し、トラップ種類による成虫捕獲数の違いを調査した。誘引源と

して、(E)-10-hexadecenalと(Z)-10-hexadecenalの84:16混合液 1.0 mgをゴムセプタムに含侵さ

せたものを用いた（信越化学工業製）。トラップ間の距離は 10 mとし、トラップ底面がダイズ草冠

高マイナス 10 ㎝となるように設置した。3 日ごとにトラップ位置の入れ替えおよびトラップ設置

高の調整を行った。トラップを 7月 6日に設置し、8月 2日まで成虫捕獲数を毎日調査した。 
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1) ②透明コーントラップ設置高検討 

試験圃場の概要 

場所 品種 面積 播種日 畝間間隔 防除 

上越市頸城区 里のほほえみ 82 a 6月3～6日 75 cm プレバソンフレアブル 5 

（7月 27～30日） 

 

調査内容 

圃場を 3ブロックに分けて試験を行った。それぞれのブロックに透明コーントラップを 5段階の

異なる高さで設置し、成虫捕獲数の違いを調査した。設置高はトラップ底面が畝から 10、30、50 

cm、ダイズ草冠高マイナス 10 cm、草冠高プラス 10 cmとなる高さとした。トラップ間距離は 15 m

とした。2～4日ごとにトラップ高さの調整および捕獲数を調査し、週 1回トラップ位置をランダム

に入れ替えた。トラップを 7月 11日に設置し、8月 3日まで調査した。 

 
2) フェロモントラップの発生予察への利用法の検討 

試験圃場の概要 

場所 品種 面積 播種日 開花日 畝間間隔 防除 

北陸拠点 C 里のほほえみ 7.1 a 5月 30日 7月 21日 75 cm 無防除 

北陸拠点 D 里のほほえみ 7.1 a 5月 30日 7月 21日 75 cm 無防除 

北陸拠点 E エンレイ 10 a 5月 30日 7月 17日 75 cm 無防除 

 

調査内容 

 圃場中央に透明コーントラップを畝から 30 ㎝の高さで設置し、捕獲数を毎日調査した。加えて

週一回、葉巻数調査と叩き出しによる成虫数調査を実施した。葉巻数については平均的な生育地点

4か所を調査地点とし、一か所につき畝 2 mの範囲にある葉巻数を数えた。叩き出しについては、

畝間を 100 m歩きながら両側の畝のダイズ草冠を棒でたたき、出てきた成虫の数を数えた。 

 

３．調査結果 

1) ① 一日当たりの平均捕獲数は、SEトラップで 0.074頭、透明コーントラップで 1.87頭だった

（図 1）。捕獲数を応答変数、トラップ種類を説明変数、圃場と調査日を変量効果として一般化線

形混合モデル（GLMM）で解析した結果、透明コーントラップの捕獲数は SEトラップの約 25倍と推

定された（表 1）。 
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図 1 トラップ種類によるウコンノメイガ捕獲数の違い 

 

 

 

 

 

 

表 1 一般化線形混合モデルによる解析結果 

 

1) ② 捕獲数と草冠高の消長を図 2に示す。草冠高マイナス 10 ㎝と 30 cmは類似した消長を示し、

7月17日から24日の捕獲数が多かった。この期間における総捕獲数は草冠高マイナス10 ㎝で11.3

頭、30 ㎝で 7.67頭だった（3ブロックの平均）。50 ㎝については、7月 20日までは捕獲数が少な

く、草冠高が 60 ㎝以上となった 7月 24日に捕獲数がやや多くなった。10 ㎝、草冠高プラス 10 ㎝

は調査期間を通して捕獲数が少なく、明瞭なピークは見られなかった。 
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図 2 設置高による捕獲数の違い（3ブロックの平均） 

 

2) トラップ捕獲数、葉巻数、叩き出し数の消長を図 3，4，5に示す。トラップ捕獲数の初発は圃場

Cが 7月 11日、Dが 7月 15日、Eが 7月 9日だった。誘殺ピークは 7月 19～26だった。葉巻

の初発はいずれの圃場も 7月 17日、ピークは 8月 13～20日だった。叩き出しの初発は圃場 C

が 7月 17日、Dと Eは 8月 7日だった。 

 

 

図 3 透明コーントラップで捕獲した成虫の消長 
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図 4 葉巻数の消長 
 

 
図 5 叩き出し数の消長 
 
４．考察 
1) ①より、透明コーントラップで多くの成虫を捕獲できることが明らかになり、本種の発生予察

に適することが示された。 

1) ②より、草冠高プラス 10 ㎝で捕獲数が少なかったことから、トラップが草冠高より高いと本

種の捕獲効率が低くなることが示された。50 ㎝についても、7月前半はトラップが草冠高よりも高

かったため、その期間の捕獲数が少なかったと考えられる。また、10 ㎝で捕獲数が少なかったこと

から、草冠高より低すぎる、または地面に近すぎても本種を捕獲できないと考えられる。 

草冠高マイナス 10 ㎝は越冬世代とみられる成虫を最も多く捕獲しており、発生予察に適した設

置高と考えられる。しかし、定期的に設置高を調整する手間がかかるため、現場では設置高を固定

して成虫の発生をとらえるほうが便利である。高さを固定した条件の 10、30、50 cmのうち、30 ㎝

のみが草冠高マイナス 10 ㎝と似た消長を示し、捕獲数も草冠高マイナス 10 ㎝に次いで多かった。

このことから、30 ㎝固定でも発生予察に利用できる可能性が示された。しかし前述のようにトラッ

プ高さと草冠高との関係が捕獲数に影響することが考えられるので、成虫発生時期やダイズ生育の
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年次間差を考慮する必要がある。 

2)より、トラップでは 7月中下旬ごろに越冬世代とみられる多くの成虫が捕獲され、トラップ初

発日の数日後から葉巻が確認された。叩き出し数はトラップ捕獲数より少なく、初発日もトラップ

や葉巻の初発より遅れる傾向にあった。3圃場ともピーク時の葉巻数は 2 mあたり 40個以下という

小発生条件であったため、叩き出しでは消長を明確にとらえられなかった可能性がある。フェロモ

ントラップはこのような小発生圃場でも成虫の発生消長を明確にとらえることができ、発生予察に

有効だと考えられた。 
 
５．今後の課題 

トラップ設置位置の検討、捕獲数と葉巻数の関連を継続して調査 
 
６．要約 

透明コーントラップは従来の SE トラップに比べ、ウコンノメイガ成虫を多く捕獲できることが

明らかになった。また、小発生条件においても成虫の消長を明確にとらえることができ、本種の発

生予察に有効なトラップだと考えられた。設置高は草冠高マイナス 10㎝が最も捕獲数が多いが、30 

㎝固定でも発生予察に利用できる可能性が示された。 

 
７．成果の公表及び特許 

北陸病害虫研究会および日本応用動物昆虫学会で発表予定 
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病害虫の効率的防除体制の再編委託事業 

 

ダイズ害虫のウコンノメイガに対するフェロモンを用いた 

発生予察技術の確立（２） 

 
氏 名 岩田 大介、石本 万寿広 

所 属 新潟県農業総合研究所作物研究センター 
［〒940-0826 住所 新潟県長岡市長倉町 857］ 

 
１．調査背景と目的  

ウコンノメイガのフェロモン成分はすでに解明され、合成物による試験が行われてきたが、従来

の SEトラップでは捕獲効率が悪いことから、発生予察には利用されていない。近年トラップの形

状を SE型から透明コーン型にすることで、合成フェロモントラップへの捕獲効率が改善すること

が明らかとなった（渋谷ら，2018）。そこで本課題では、透明コーン型のフェロモントラップを用

いたウコンノメイガに対する発生予察技術の開発を目的とする。 

２．調査方法 

1）フェロモントラップ調査 

新潟県内の 2地区（A地区、B地区）合計 12圃場にフェロモンルアーを取り付けた透明コーン

型のトラップを圃場中央部に設置し、6月第 5半旬から 8月第 2半旬まで原則 1週間間隔で誘殺

数を調査した。設置高（畝上面からトラップ底面までの距離）は 30㎝で固定した。 

2）叩き出し調査 

フェロモントラップ調査圃場で 6月第 6半旬から 8月第 2半旬まで原則 1週間間隔で、歩く距

離が 100mになるまで畝間を歩きながら両脇の畝の大豆草冠を叩き、飛び出した成虫を計数した。 

3）幼虫、卵、蛹調査 

フェロモントラップ調査圃場の中から 1地区当たり 2圃場を抽出し、7月第 1半旬から 8月第

1半旬まで原則 1週間間隔で、1圃場当たり 10株を抜き取って卵、幼虫、蛹数を調査した。 

4）被害葉(葉巻)調査 

フェロモントラップ調査圃場で、7月第 2半旬から 8月第 2半旬と、葉巻の数が最も多くなる

8月第 5半旬に、畝 2mの範囲にある大豆の葉巻数を計数した。 

３．調査結果 

1）成虫のモニタリングにおけるフェロモントラップの有効性 

・フェロモントラップ誘殺数の推移は、叩き出し調査による成虫数の推移と良く一致した（図 1）。 

・A地区ではフェロモントラップ誘殺数と叩き出し成虫数の間に正の相関関係が見られた(図 2)。 

2）フェロモントラップ誘殺数と卵、幼虫、葉巻数の関係 

・フェロモントラップ誘殺数の推移は卵の発生推移と概ね一致し、フェロモントラップ誘殺数のピ

ークは 7月第 3～第 4半旬、卵のピークは 7月第 4半旬であった(図 3) 
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・フェロモントラップ総誘殺数と最多発生時の葉巻数の間に正の相関関係が認められた(図 4)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．考察 
透明コーン型のトラップを用いたフェロモントラップは、成虫の密度が低い場合でもモニタリン

グが可能であり、有用性は高いと思われた。また、フェロモントラップ誘殺数から最多発生時の葉

巻数を予測できることが示唆された。 

５．今後の課題 

・フェロモントラップ誘殺数から被害（葉巻数）を予測し、防除要否を判断する技術を開発する。 
・ウコンノメイガの成虫の発生量や発生時期に影響する要因を明らかにする。 

６．要約 

新潟県内の現地圃場(2 地区合計 12 圃場)で透明コーン型のフェロモントラップによる調査と

各種調査を行った。透明コーン型のフェロモントラップは、成虫の密度が低い場合でもモニタリ

ングが可能であり、有用性は高いと思われた。フェロモントラップの成虫誘殺数と最多発生時の

葉巻数との間に正の相関関係が認められ、フェロモントラップ誘殺数から最多発生時の葉巻数を

予測できることが示唆された。 

７．成果の公表及び特許 

第 63回応用動物昆虫学会で口頭発表予定 

表 フェロモントラップ誘殺数と叩き出しによる成虫の発生状況 

図4 フェロモントラップ誘殺数と最多葉巻数との関係 

図1 フェロモントラップ誘殺数と叩き出し成虫数の推移 

注)値は6圃場の平均値 

図3  フェロモントラップ誘殺数と卵、幼虫、蛹の発生推移 
 

図2 叩き出し成虫数とフェロモントラップ誘殺数との関係(A地区) 

地区 圃場数

平均値 (レンジ) 平均値 (レンジ)
A地区 6 107.5 (25-185) 4.2 (1-13)
B地区 6 6.25 (1-13) 0.5 (0-1)
注）叩き出し成虫数は、A地区では8回、B地区では7回調査の合計値

フェロモン
トラップ
総誘殺数

叩き出し
成虫数

102



病害虫の効率的防除体制の再編委託事業 
 

ダイズ害虫のウコンノメイガに対する 

フェロモンを用いた発生予察技術の確立（３） 
 

青木由美、吉島利則 

富山県農林水産総合技術センター農業研究所 

［〒939-8153 富山県富山市吉岡 1124-1］ 

 
１．調査背景と目的  

多くの害虫種において、合成フェロモンを用いた発生予察が行われている。ウコンノメイガのフ

ェロモン成分はすでに解明され、富山県では合成物と SE トラップを用いた試験に基づき要防除水

準を設定しているが、トラップへの捕獲効率が低いことなどから発生予察には利用されていない。

昨年度の試験でトラップの形状を SE 型から透明コーン型にすることで、合成フェロモントラップ

への捕獲効率が高まることが明らかとなった（渋谷ら，2018）。そこで本課題では、透明コーン型の

フェロモントラップを用いたウコンノメイガに対する発生予察技術の開発に向けて、その有効性を

評価するとともに、トラップの種類や品種の変更に伴う要防除水準の改定に向けた検討を行う。 

 
２．調査方法 

（１）透明コーン型のフェロモントラップによる調査および有効性の評価 

１）調査圃場 

  富山県内の４地区において、「エンレイ」4圃場、新品種「えんれいのそら」10圃場の計 14圃

場で調査を行った（表１）。 

 

 

 

 

 

 

２）調査方法 

（ア）透明コーントラップ調査 

畦畔から 10m以上離れたダイズ圃場内の畝上に、ウコンノメイガのフェロモン剤を取り付けた

透明コーン型のトラップ（以下、コーントラップ)を設置した。設置高は、畝上からコーントラッ

プ底面までの距離が 30 cmとなるようにし、中耕後は高くなった畝に合わせて設置し直した。フ

ェロモン剤はトラップ円錐内部の針金に取り付け、約１か月後に交換した。また、トラップ上部

（捕獲部分）には殺虫プレートを 1枚入れ、捕獲虫を殺虫した。コーントラップへの誘殺数は、

６月 25日から８月 28日まで６～８日間隔で調査した。 

表１ 試験圃場の設置状況 

A 朝日町藤塚1 えんれいのそら 2 5月24日 7月14日 2,500-2,600

えんれいのそら 3
エンレイ 2
えんれいのそら 3
エンレイ 1
えんれいのそら 2
エンレイ 1

注）各地区の調査圃場は単一経営体．条間はすべて80cm．B地区では7月25日にウコンノメイガを対象とした殺虫剤を散布．

地区 品種 圃場数 播種日 開花期

D

B

C

7月16日

7月20日

7月21日

富山市上大久保 6月2～3日

3-90

3-110

1,500-2,500

イラクサ科植物群落
からの距離（m）

朝日町高畠 6月5日

朝日町藤塚2 5月27～28日
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（イ）たたき出し調査 

圃場内で両側の畝のダイズ草冠を直径５mm、長さ 1.5mの棒でたたきながら畝間を 100m歩き、

出てきた成虫数を数えた。調査は、コーントラップ誘殺数の調査日にトラップから離れた畝を任

意に選んで行った。また、平均的な生育地点において畝上からの草冠高を測定した。 
（ウ）葉巻数調査 

圃場内の平均的な生育地点 4か所、各 2mを調査地点として固定し、７月３日から８月９日（調

査間隔は６～８日）および８月 22日に葉巻数を数えた。なお、葉巻の大きさによる区別はしなか

った。また、７月 24日に調査地点のダイズ本数を数え、１本当たり葉巻数の算出に用いた。 

 
（２）透明コーン型と SE型のフェロモントラップにおける誘殺数の比較 

コーントラップを設置した同一圃場内に、ウコンノメイガのフェロモン剤を取り付けた白色 SE

トラップを草冠高および畝上 10cmの高さに設置した。３種のトラップは 10m 以上離した。SEト

ラップへの誘殺数は、６月 25日から８月９日まで６～８日間隔で調査し、粘着板は調査ごとに交

換した。フェロモン剤は粘着板の中央に取り付け、調査終了時まで交換しなかった。 

 
（３）「エンレイ」と「えんれいのそら」における各調査結果の比較 

調査（１）の結果を用い、品種別にウコンノメイガのコーントラップ誘殺数、たたき出し成虫

数および葉巻数について比較した。 
 
３．調査結果 

  調査圃場は、条間が全て 80cmで、栽植本数は 13.0～15.0本/㎡であった。 

（１）透明コーン型のフェロモントラップによる調査および有効性の評価 

１）コーントラップ誘殺数、たたき出し成虫数および葉巻数の推移 

・ウコンノメイガ成虫の発生量が少なかった C地区を除き、各地区のいずれの圃場においても、

コーントラップ誘殺数とたたき出し成虫数の推移はほぼ同調していた（図１）。コーントラップ

誘殺数は７月９～24日、たたき出し成虫数は７月９日～８月１日の調査でピークとなった。 

・葉巻数は７月下旬から８月上旬にかけて急激に増加し、８月中下旬に最大となった。殺虫剤を

散布した B地区では、葉巻数は少なく推移した。 
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図１ 各地区の主な圃場におけるコーントラップ誘殺数､たたき出し成虫数および葉巻数の推移（えんれいのそら） 

   注）▼：ウコンノメイガを対象とした殺虫剤散布（B地区） 
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２）調査期間におけるたたき出し総成虫数とコーントラップ総誘殺数の関係 

 ・６月 25日から８月 28日までのたたき出し総成虫数とコーントラップ総誘殺数の間に有意な正

の相関が認められた（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３）調査期間別のコーントラップ誘殺数と８月下旬の葉巻数の関係 

 ・調査期間別のコーントラップ誘殺数と８月下旬の葉巻数との間に有意な正の相関が認められた

（図３）。 

・最も相関が高かった６月 25日から７月 17日までの調査期間において、主な環境要因がコーン

トラップ誘殺数に及ぼす影響をみたところ、イラクサ科植物群落からの距離と誘殺数との間に

関係が認められなかったが、播種日および 7 月 17 日の草冠高と誘殺数との間に有意な相関関

係が認められた（図４）。 
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   注）調査期間：６月 25日～８月 28日、ρ：Spearmanの順位相関係数 
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0

10

20

30

40

50

60

70

0 1000 2000 3000

6
月

2
5
日

か
ら

7
月

1
7
日

ま
で

の

コ
ー

ン
ト

ラ
ッ

プ
誘

殺
数

（
頭

）

イラクサ科植物群落からの距離（m）

A地区

B地区

C地区

D地区

0

10

20

30

40

50

60

70

5/20 5/25 5/30 6/4 6/9

播種日

0

10

20

30

40

50

60

70

0 20 40 60 80 100

7月17日の草冠高（cm）

ρ＝0.76

ｐ＜0.01

ρ＝0.33

ｐ＞0.05

ρ＝-0.54

ｐ ＜0.05

図４ 主な環境要因と 6月 25日から 7月 17日までのコーントラップ誘殺数の関係 

注）ρ：Spearmanの順位相関係数 

105



４）フェロモントラップに混入した非標的チョウ目昆虫 

・コーントラップには、ウコンノメイガ成虫の他、非標的

チョウ目昆虫の混入が認められた。主なチョウ目昆虫

は、開張 23mm前後で翅に黒点模様があり、模様の大き

さやにじみ、ラビアル・パルプス上方が黒褐色であった

ことから、モモノゴマダラノメイガと同定された（図

５､６）。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）透明コーン型と SE型のフェロモントラップにおける誘殺数の比較 

・たたき出し成虫数と各種トラップ誘殺数との間に有意な正の相関が認められ、特にコーントラ

ップ誘殺数との相関が高かった（図７）。 

・調査期間 1日当たり誘殺数に基づき算出した各種トラップにおける調査期間別誘殺数と８月下

旬の葉巻数との間で回帰分析を行った（表２）。７月１-３半旬の調査期間では、草冠高に設置

した SEトラップ誘殺数と葉巻数との間に関係が認められなかったが、７月１-４半旬では、い

ずれのトラップ誘殺数においても有意な正の直線関係が認められた。 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 透明コーン型フェロモントラップに 

誘引されたチョウ目昆虫 
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   注）調査期間：６月 25日～８月１日、ρ：Spearmanの順位相関係数 
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（３）「エンレイ」と「えんれいのそら」における各調査結果の比較 

・各地区のコーントラップ誘殺数、たたき出し成虫数および葉巻数の推移は、「エンレイ」圃場（図

８）と「えんれいのそら」圃場（図１）とでほぼ同様であった（「エンレイ」のない A地区を除

く）。 

・たたき出し総成虫数とコーントラップ総誘殺数（図９）およびコーントラップ誘殺数と８月下

旬の葉巻数（図 10）との間に、品種間で明らかな差は認められなかった。 
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図８ 各地区の主な圃場におけるコーントラップ 

誘殺数､たたき出し成虫数および葉巻数の 

推移（エンレイ） 

   注）▼：ウコンノメイガを対象とした殺虫剤散布 

（B地区） 

図９ たたき出し総成虫数とコーントラップ 

総誘殺数（図２を改変） 

   注）調査期間：６月 25日～８月 28日 

図 10 コーントラップ誘殺数と８月下旬の葉巻数 

（図３の一部を改変） 

   注）B地区（殺虫剤散布）を除く 

調査期間：６月 25日～７月 17日 
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表２ 各種トラップにおける調査期間別誘殺数と８月下旬の葉巻数の関係注１） 

誘殺期間
トラップの

種類
設置高 回帰式

（ｙ：８月下旬の葉巻数､ｘ：トラップ誘殺数）

葉巻数20個/本注２）

となる誘殺数（頭）

葉巻数1個/本増加に
必要な誘殺数（頭）

コーン 30cm y=0.1773x+0.1033（R2＝0.73、p＜0.01） 112.2 5.64

7月1-3半旬 SE 草冠高 y=4.4279x+1.0130（R2＝0.54、p＞0.05） 4.3 0.23

SE 10cm y=0.3463x+0.8639（R2＝0.25、p＜0.05） 55.3 2.89

コーン 30cm y=0.1199x+0.0464（R2＝0.82、p＜0.001） 166.4 8.34

7月1-4半旬 SE 草冠高 y=2.8535x+0.6963（R2＝0.89、p＜0.001） 6.8 0.35

SE 10cm y=0.3794x+0.1156（R2＝0.69、p＜0.010） 52.4 2.64

注１）B地区（殺虫剤散布）を除く

注２）８月下旬の葉巻数に基づく被害許容水準の目安（H16富山県成果情報）
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４．考察 
・ダイズ圃場に飛来する越冬世代のウコンノメイガ成虫数をコーントラップにより調査した結果、

従来のたたき出し調査の結果とほぼ同調した推移を示し、調査も簡便であった。富山県では、次

世代幼虫により作られる葉巻数と収量・品質との関係から、被害許容水準の目安を「８月下旬の

ダイズ１本当たり平均葉巻数 20個」、防除要否判断基準を「７月６半旬のダイズ１本当たり平均

葉巻数６個」としているが（H16富山県成果情報）、コーントラップを用いた場合、７月中旬まで

の誘殺数と葉巻数との間に有意な正の相関が認められたことから、現在の防除要否判断時期であ

る「７月６半旬」よりも早期かつ葉巻数調査を行わずに判定できると考えられる。 

・コーントラップにはウコンノメイガ以外のチョウ目昆虫の混入が認められたが、ウコンノメイガ

成虫の大きさに比べて小さく、斑紋の有無などで容易に識別できることから、発生予察技術への

利用にあたり問題はないと考えられる。 

・富山県ではウコンノメイガの合成フェロモンおよび草冠高に設置した SE トラップを用いた防除

要否判断基準を「７月１-４半旬の誘殺数 15頭」としていることから（H22富山県成果情報）、SE

トラップとコーントラップの誘殺数を比較したところ、コーントラップの誘殺効率が極めて高か

った。草冠高に設置した SE トラップへの７月１-４半旬の誘殺数は、最も多い調査圃場でも 2.3

頭と少なかったことから、コーントラップを用いた場合の防除要否判断基準を「SEトラップ誘殺

数 15頭」からではなく、被害許容水準の目安である「８月下旬の葉巻数 20個」を用いて予測し

たところ、「コーントラップ誘殺数 166頭」であった。また、７月１-３半旬のコーントラップ誘

殺数に基づく防除要否の判断も可能であると考えられた。 

・今回の調査では、「エンレイ」と「えんれいのそら」におけるウコンノメイガ誘殺数や葉巻数など

の推移に明らかな差は認められず、コーントラップ誘殺数に影響を及ぼす要因としてダイズの草

冠高との関係が高いことが示唆された。同一地区内でも草冠高が高い圃場でウコンノメイガの発

生リスクが高くなることが予想されることから、地区内の発生予察や防除要否判断を行う際のト

ラップの設置条件として、ダイズの草冠高などの生育量を考慮する必要があると考えられる。 

 
５．今後の課題 

・「えんれいのそら」のコーントラップを用いたウコンノメイガの防除要否判断基準の策定 
・ダイズの生育量とウコンノメイガ成虫の発生量との関係について検討 
 

６．要約 

・透明コーン型トラップ調査は、従来のたたき出し調査法より簡便で SE トラップより誘殺効率

が高いことから、８月下旬の葉巻数との関係に基づき、早期かつ簡便に防除要否の判断ができ

る。 
 

７．成果の公表及び特許 

  結果の一部を第 71回北陸病害虫研究会にて口頭発表（予定）。 
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病害虫の効率的防除体制の再編委託事業 

 

ダイズ害虫のウコンノメイガに対する 

フェロモンを用いた発生予察技術の確立（４） 

 
八尾充睦、渡邊照之 

石川県農林総合研究センター 

［〒920-3198 石川県金沢市才田町戊 295-1］ 

 
１．調査背景と目的  

多くの害虫種において、合成フェロモンを用いた発生予察が行われている。ウコンノメイガ

ではフェロモン成分が解明され、合成物による試験も行われてきたが、従来の SE トラップの

捕獲効率が低いことから、発生予察には利用されてこなかった。しかし、トラップの形状を SE

型から透明コーン型にすることで、合成フェロモントラップへの捕獲効率は改善することが明

らかとなった（渋谷ら，2018）。そこで本課題では、透明コーン型のフェロモントラップを用い

たウコンノメイガに対する発生予察技術の開発を目的とする。 

 
２．調査方法 

１）調査場所・耕種概要：下表のとおり。なお施肥等の・栽培管理は現地慣行に準じた 

№ 調査圃場 大豆品種 播種日 栽植密度 開花期 殺虫剤散布日 

1 加賀市加茂 1 里のほほえみ 6/11 23.3本

/m2 

7/24 7/27、8/13、8/30 

2 加賀市加茂 2 里のほほえみ 6/ 8 22.7本

/m2 

7/31 7/27、8/13、8/30 

3 小松市長田 1 里のほほえみ 6/ 2 28.4本

/m2 

7/24 7/27、8/11、8/31 

4 小松市長田 2 里のほほえみ 6/ 2 23.7本

/m2 

7/24 7/27、8/11、8/31 

5 白山市上柏野 1 里のほほえみ 6/10 23.0本

/m2 

7/31 8/2、8/13 

6 白山市上柏野 2 里のほほえみ 6/ 7 24.6本

/m2 

7/24 8/2、8/13 

7 白山市安吉 1 里のほほえみ 6/22 16.9本

/m2 

7/24 8/3、8/12 

8 白山市安吉 2 里のほほえみ 6/22 23.8本

/m2 

7/31 8/3、8/12 
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9 白山市明島 里のほほえみ 6/ 3 15.1本

/m2 

7/24 7/29、8/10、8/30 

10 農研 1 里のほほえみ 6/ 4 16.8本

/m2 

7/24 - 

11 農研 2 里のほほえみ 6/ 8 19.7本

/m2 

7/31 - 

12 中能登町良川 1 里のほほえみ 6/ 7 22.9本

/m2 

7/24 7/30、9/23 

13 中能登町良川 2 里のほほえみ 6/12 20.8本

/m2 

7/31 7/30、9/23 

 

２）フェロモントラップ調査 

フェロモントラップは、信越化学工業(株)製のフェロモンルアーと北陸拠点で作成した透明

コーン型トラップを用い、圃場内部の調査区画中央部、ダイズ畝上に設置した。トラップは 1

圃場 1 か所とし、設置高は畝からトラップ底面までの距離が 30cm となるようにした。ルアー

はトラップ円錐内部の針金に取り付けた。ルアーの交換は設置から 1か月ごとに交換した。ト

ラップ上部（捕獲部分）には殺虫プレートを 1枚入れ、プレートは調査期間中交換しなかった。

トラップ設置は 6月 19日に行い、設置後約 7日間隔で捕獲虫数を調査した。 

３）叩き出し調査 

  畝間を歩きながら両側の畝のダイズ草冠を棒で叩き、出てきた成虫数をカウントした。調査

距離は 100m/圃場とし、トラップから離れた畝を任意に選定し調査した。調査は 6月 25日から

8月 27日まで約 7日間隔で行った。 

４）葉巻数調査 

  調査地点はトラップを中心とした正方形のおおよそ頂点くらいの、ダイズの生育が平均的な

4か所の地点を選定した。調査地点は固定し、2m/地点の株の葉巻数を調査した。調査は 7月 2

日から 8月 27日まで約 7日間隔で行った。 

  

110



３．調査結果 

１）フェロモントラップ捕獲数と（叩き出しによる）飛び出し虫数の推移 

  7月末までのトラップ捕獲数は圃場間で 0～399頭の間で、飛び立ち虫数は 1～53頭の間で変

動していた。トラップ捕獲数は、飛び立ち虫数より多い傾向を示した（図 1）。 

 

 

図１ フェロモントラップ捕獲数と飛び出し虫数の推移 

○：フェロモントラップ、●：飛び立ち数（叩き出し） 
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２）第 1回成虫の発生と被害（葉巻）の関係 

第 1回成虫の発生ピークは概ね 7月 17日であった。被害盛期は、ピークから約 3週間後の 

8月 7日となった（図 2）。 

 

 

図２ フェロモントラップ捕獲数と被害（葉巻数）の関係 

 ○：フェロモントラップ、●：葉巻数、↓：殺虫剤散布 

 
４．考察 

トラップ調査と叩き出し調査から推定される第 1回成虫の大豆圃場における発生ピークは、概

ね 7 月 17 日頃と推定される。トラップ調査は、叩き出し調査で飛び出し虫が確認できなかった

圃場においても捕獲されることから、第 1回成虫の発生予察手法として有効であると考えられる。

一方第 2回成虫では、トラップに捕獲されない場合もあった。 
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  トラップ捕獲数が多いと被害も多くなる傾向が見られる。なお、本調査は農研圃場を除いた

防除実施圃場の結果である。 

 
５．今後の課題 

引き続き調査を継続し、データを蓄積する。 

 
６．要約 

透明コーン型のフェロモントラップ調査は、叩き出し調査より捕獲数が多く、第 1回成虫の発

生消長をとらえている。 
 

７．成果の公表及び特許 

なし 
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